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目　　　的
　東京電力福島第一原子力発電所（第一原発）
の事故から約3年が経過し、福島沖で採取さ
れる海産生物の放射性セシウム（Cs）濃度
は大半が基準値を下回っています。一方で、
放射性 Cs は海底土に保持されやすいため、
汚染された海底土による底魚への影響が心配
されています。そこで、わたしたちは常磐沖
〜仙台湾で海底土と底魚の餌生物である多毛
類等の底生生物を採取して放射性Cs濃度を
測定し、その関係を調査するとともに、第一
原発周辺で採取した海底土で多毛類のアオゴ
カイを飼育して放射性Csの移行を調べました。

方　　　法
　2013年5月に第一原発南側海域の3地点で採
取した底生生物と、2012年7月〜2013年8月に
常磐沖〜仙台湾の海域で採取した海底土に含
まれる放射性Cs濃度を測定し、その結果を比
較しました。第一原発周辺で採取した海底土
によるアオゴカイの飼育試験では、海底土を
敷きつめた水槽で35日間の飼育を行った後、
続けて海水のみの非汚染環境で14日間飼育し、
放射性Cs濃度の変化を調べました。

結　　　果
　海底土に含まれる放射性Cs濃度は沿岸域
で高い傾向にあり、とくに第一原発南側の水
深100m 以浅で高い濃度が認められました。
また、底生生物を採取した海域の海底土に含
まれる放射性Cs濃度は概ね数百Bq/kg-wetで、
底生生物の濃度（数〜数十Bq/kg-wetの範囲）
は海底土の濃度を大きく下回ることがわかり
ました（図1）。海底土（137Cs濃度＝1,250Bq/
kg-wet）による飼育実験では、アオゴカイ

の137Cs濃度は海底土の数%程度にとどまるこ
とや、海底土をとり除くと速やかに低下する
ことがわかりました（図2）。これらの結果から、
海底土から底生生物への放射性Csの移行は
限定的であることが明らかになりました。

波 及 効 果
　本成果を基盤として、海底土に含まれる放
射性Csが海産生物へ移行する仕組みを明ら
かにすることで、海産生物における放射性
Cs濃度の将来予測に役立てられ、常磐海域
における水産業の復興へ貢献する事が期待さ
れます。
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図1　 フィールド調査による表層海底土（四角印）と底生生物
（丸印）の放射性セシウム濃度の分布

図2　 汚染海底土を用いた飼育実験によるアオゴカイの137Cs
濃度の推移


